











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































えで︑公領 土地 替地として充当するという複雑な手続きを必要としたのには︑荘園と公領と 拮抗という中世前




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明らかになったことを以下にま めておく 第一に ︑古代末以降 社会に大きな規定性を与えた荘園制が︑特に十二世紀段階で見ると単なる権門領主の収取システムではなく 地域において独自の秩序と領域をもち︑住人たちもその枠組みに強固な帰属意識を抱くようにな
っているということである︒第二に︑とりわけ水害などの天災や︑それに対応す




ためであ ︒そして︑これが中世後期に至っても地域社会における村落間紛争の中心となって続い くのである︒第三に︑十二世紀にしばしば見られる大規模な築堤・開発などが︑荘園・ の住人と領主双方の意思が合致するところで行われている事例のあることを確認した︒　
本稿で見てきた大国荘における洪水被害からの復興活動︑自然災害と環境変化を契機とする茜部・市橋両荘園の相論︑
紀ノ川下流域における松門別名の再開発 どから︑地域社会に根を降ろした人々の主体的な動向が見えてくる︒いずれの事象も権門たる荘園領主を巻 込 ながら展開して
おり︑一見すれば権門の支配権に関わる問題として片付けること
もできそうである︒しかし︑それぞれの訴えや行動を丹念に跡づけると︑現地に生活基盤を置く人々の意思がまぎれも
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なくそれらの事象の基底にあることが見えてくる︒十二世紀はその意味で荘園という領域が地域共同体の一つのあり方として定着し︑そこに住む人々の帰属意識の高まりとともに︑中世社会の基礎を形成した世紀であったと言えよう︒まだまだ事例も多く 論じなければならない点も多々あるが︑それらについては今後の課題としたい︒?
?
?
　
本稿は︑
二〇一二年度︑
大谷大学真宗総合研究所の個人研究
︵一般研究︶
助成を得て行った
﹁日本中世の治水・利水に
関する史料的研究﹂の成果をもとにまとめたもので ︒
??
 
寶月圭吾﹃中世灌漑史の研究﹄
︵畝傍書房︑一九四三年︶
︒
?
 
黒田日出男﹃日本中世開発史の研究﹄
︵校倉書房︑一九八四年︶
︒
?
 
木村茂光﹁大開墾時代の開発﹂
︵同﹃日本古代・中世畠作史の研究﹄第二部第一章︑校倉書房︑一九九二年︑初出一九八二年︶
︒
?
 ﹃神宮雑例集﹄
︵﹃群書類従﹄神祇部第一輯︶
﹁天平賀
事﹂によれば﹁八月廿五日夜︑洪水︑外宮正殿下深二尺湛入﹂とあり︑被害
の大きさが窺える︒
?
 
大山喬平﹁中世における灌漑と開発の労働編成﹂
︵同﹃日本中世農村史の研究﹄岩波書店︑一九七八年︶
︒
?
 
水野章二﹁中世の水害と荘園制﹂
︵遠藤ゆり子・蔵持重裕・田村憲美編﹃再考中世荘園制﹄岩田書院︑二〇〇七年︶
︒
?
 
保安二年九月二十三日
　
伊勢国大国荘流失田畠注進状︵
﹁白河本東寺百合文書﹂八十一︑
﹃平安遺文﹄一九二三号︶
︒
?
 
大治元年閏十月二十日
　
伊勢国大国荘損得注文︵
﹁東寺百合文書﹂ひ︑
﹃平安遺文﹄二〇八六号︶
︒
?
 
ここに名を連ねたなかの神官層について︑在地領主として 顔もあわせ持っていたことが前田徹氏によって指摘されている︵二〇一三年七月二十八日に早稲田大学において開催された﹁荘園・村落史シンポジウム﹂における同氏の報告﹁中世初期の地域社会
—
東寺領伊勢国大国荘とその周辺
—
﹂︶︒
十二世紀の治水・利水と地域社会
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10 
保安三年正月二十八日
　
伊勢国大国荘田堵等解︵
﹁東寺百合文書﹂め︑
﹃平安遺文﹄一九五〇号︶
︒
11 
水野氏によれば︑
これら現地からの復興費用要求に対し︑
東寺は荘園財政以上の支出をしなかったとされる
︵前掲註?水野論文︶
︒
12 
保安五年二月二十九日
　
伊賀国黒田杣司等解︵
﹁中村雅真氏所蔵文書﹂
︑﹃平安遺文﹄二〇〇七号︶
︒
13 
茜部荘は︑もと桓武天皇の勅旨田であったが︑桓武天皇皇女朝原内親王の遺言によって東大寺学僧百人の衣服料所として︑施入された荘園である︵
﹃岐阜県の地名﹄平凡社歴史地名大系︑平凡社︑一九八九年︶
︒
14 
仁和寺大教院 仁和寺に入寺した後三条天皇皇女の聡子内親王が建立した院家である︒聡子内親王は﹁一品宮﹂と称された︒
15 
永治元年十月二十九日
　
東大寺牒案︵
﹁東大寺文書﹂四ノ十三︑
﹃平安遺文﹄二四五二号︶
︒
16 
永治元年十二月
　
日
　
美濃国市橋荘住人陳
状案
︵﹁東大寺文書﹂
四ノ十三︑
﹃平安遺文﹄
二四五四号︶
に︑
﹁二町五段事︑
右謹検案
内︑
件大教院御領市橋庄ハ六郷也︑
其領地合三百餘町之中ニ︑
実之内牧郷ハ十町許也︑
﹂
とあることから︑
市橋荘が六郷から成り︑
内牧郷がその一郷であったことが分かる︒
17 
前掲註
15永治元年十月二十九日
　
東大寺牒案︒
18 
前掲註
15永治元年十月二十九日
　
東大寺牒案︒
19 
永治元年十二月
　
日
　
美濃国市橋荘住人陳状案︵
﹁東大寺文書﹂四ノ十三︑
﹃平安遺文﹄二四五四号︶
︒
20 
永治二年十月
　
日
　
美濃国茜部荘住人申文案︵
﹁東大寺文書﹂四ノ十三︑
﹃平安遺文﹄二四六九号︶
︒
21 
なお︑この文書にある﹁桑原﹂に着目した木村茂光氏は︑旧流路 開発が農民層によって主体的に行われていたことを指摘しいる
︵前掲註?木村論文︶
︒
つまり洪水などによって荒廃した土地は再開発の対象であり︑
そこから新たな用益を生み出すもので
あったという とである︒そして
︑国衙は四至の論理をもってその用益地を収公︵没収︶するという行為に出たのである︒
22 
長寛三年七月四日
　
太政官牒案︵
﹁根来要書﹂
︑﹃平安遺文﹄三三五三号︶
︒
23 
長寛三年七月四日
　
太政官牒案︵
﹁根来要書﹂
︑﹃平安遺文﹄三三五三号︶
︒
24 
久安二年五月日
　
鳥羽院庁下文案︵
﹁根来要書﹂上︑
﹃平安遺文﹄二五七七号︶
︒
25 
文治六年三月一日
　
八条院昫子内親王庁下文︵
﹁根来要書﹂
︑﹃鎌倉遺文﹄四二九号︶
︒
26 
ここでの﹁散所﹂は︑貴族や社寺に人身的に属 労役を負うことと引き換えに年貢免除の特権を受けた人々が居住する地を指す︒
27 
この事情については
﹁東大寺東南院文書﹂
の史料に次のように記されている︒
﹁今在家殆及
㆓千家︑
㆒
田地已是多町︑
然而対
㆓押
︵捍
カ︶
寺役︑
㆒
遁
㆓避官物︑
㆒
其故者︑
件住人卅餘人︑
往年不
㆑令
㆑知
㆓寺家︑
㆒
雖
㆑入
㆓小野故皇太后宮職
︵藤原歓子︶
之散所︑
㆒
依
㆑不
㆑闕
㆓寺
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役︑
㆒
不
㆑致
㆓其沙汰
㆒之間︑
鴨御祖社司惟季申
㆓請彼職家︑
㆒
以
㆓小野辺領地八町︑
㆒
所
㆑相
㆓博件散所
㆒也﹂
︵応保二年五月一日
　
官宣旨案
　﹁東南院文書﹂五ノ十三︑
﹃平安遺文﹄三二一三号︶
︒
28 
承安五年正月十六日
　
鴨御祖社禰宜鴨祐季申状︵
﹁百巻本東大寺文書﹂十三号︑
﹃平安遺文﹄三六七二号︶
︒
29 
前掲註?大山論文︒
30 
前掲註?木村論文︒
31 
承安四年十二月
　
日
　
紀伊国紀実俊申文︵
﹁紀伊続風土記﹂附録一︑
﹁栗栖氏文書﹂
︑﹃平安遺文﹄三六七〇号︶
︒
32 
承安四年十二月
　
日
　
紀伊国紀実俊申文︵
﹁紀伊続風土記﹂附録一︑
﹁栗栖氏文書﹂
︑﹃平安遺文﹄三六七一号︶
︒
33 
錦昭江﹁中世刀禰研究の前提﹂
︵同﹃刀禰と中世村落﹄第一部第一章第二節︑校倉書房︑二〇〇二年︑初出一九九六年︶
︒
34 
長承二年十二月二十八日
　
紀伊国在庁官人解案︵
﹁根来要書﹂下︑
﹃平安遺文﹄補二一四号︶
︒
35 
応保二年十一月日
　
東寺門徒申状案︵
﹁高野山文書﹂又続宝簡集百十一︑
﹃平安遺文﹄三二三六号︶
︒
36 
貞観三年二月二 五日
　
紀伊国直川郷墾田売券︵
﹁神宮文庫文書﹂
︑﹃平安遺文﹄一三〇号︶
︒
37 
承和十二年十二月五日
　
紀伊国那賀郡司解︵
﹁東寺古文書﹂
︑﹃平安遺文﹄七九号︶
︒

